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　 銀 の 融 点 は ９ ０ ℃ で あ り 、 そ の 融 点 以 下 の 可 能 な 限 り 高 温 で 焼 成 す れ ば 、 銀 の 焼 結 体
の 抵 抗 値 が 下 が る が 、 焼 成 温 度 に 適 し た 銀 粉 を 使 用 し な け れ ば 、 様 々 な 不 具 合 が 生 じ る 。
例 え ば 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 上 に お い て 高 温 で 焼 成 す る 場 合 に は 、 銀 の 焼 結 体 と セ ラ ミ ッ ク 基
板 と の 収 縮 差 に よ っ て ク ラ ッ ク や デ ラ ミ ネ ー シ ョ ン （ 積 層 剥 離 ） な ど の 不 具 合 が 生 じ る こ
と が あ り 、 こ の よ う な 不 具 合 を 解 消 す る た め に 、 高 結 晶 の 銀 粉 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
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